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白神自然環境研究所教授会議事要旨 

 

日 時：平成２７年５月２２日（金） ９時００分～１０時１０分 

場 所：コラボ弘大８階 八甲田ホール（Ｃホール） 

出席者：檜垣所長、石川副所長、本多、山岸、大髙、東、中村、石田、荒井、上條 

欠席者：殿内、丹波、松山（いずれも委任状提出） 

事 務：小田桐、成田、肥後 

 

議事に先立ち、所長から、４月２４日開催の教授会議事要旨（案）の確認が行われ、承認

された。 

 

【審議事項】 

１．平成２７年度実施事業計画について 

副所長から、資料１に基づき、平成２７年度の実施予定事業及び予算額について概略

次のとおり提案説明があり、審議の結果、原案のとおり承認された。 

（1）計画の内容についてはこれまで承認されたものから変更はなく、各事業の実施可

能な範囲で予算額を再検討し、環境変動モニタリング事業から３００千円、標本収

集保管事業から２００千円、環境教育への協力事業から１０３千円を減額した。 

（2）長期モニタリング事業で白神岳山頂付近における気象観測体制を整備するため

に、青森県や関係する機関への申請を進めていく。構成員各位においては、情報提

供等に協力願いたい。 

関連して、所長から、研究科長等裁量経費（２，０００千円）及び学長裁量経費（５

９６千円）については、研究所運営会議で検討し、附属白神自然観察園の整備や遊歩

道の補修に充てる旨の方針を立てたこと、今後、計画を具体化した時点で資料を提示

していくことの報告があった。 

 

２．第３期中期目標・中期計画期間に向けた検討・対応事項について 

所長から、第３期中期目標・中期計画期間に向けた検討・対応事項について、概略次

のとおり提案説明があった。 

（1）本研究所との関連が深いものとして、資料３－１の中期計画【27】がある。これ

については、環境という部分に整理されると思われる。 

（2）中期計画【38】については、戦略的・意欲的な目標・計画として素案に盛り込ま

れたものであるが、これについては、被ばく医療総合研究所を除く３つの研究所か

らそれぞれ提案されたものを、社会連携理事の下で整理してひとつに取りまとめら

れた。 

（3）４研究所懇談会においても、研究所の再編を検討する中で食・環境・観光・自然

エネルギーは連動してくるのではないか、研究所全体で取り組むことも可能ではな

いか、との話があった。 

（4）教育においても、アクティブ・ラーニングを進める中で学生にとって重要なフィ

ールドで学ぶ場をつくることは、本研究所はかなり貢献できると思われる。 

引き続き、副所長からの補足説明、構成員による情報提供及び種々の意見交換が行

われた。 

次いで、所長から、本件については継続審議とし、教育研究院がスタートする前の９月

頃までに、本研究所としてやるべきことを整理していくことが確認された。 

 

 

【報告事項】 

１．所長報告 

所長から、資料２に基づき、概略次のとおり報告があった。 
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（1）企画戦略会議 

① 平成２７年度の教員業績評価は９月末までに実施し、新制度への移行期というこ

とから現行制度でのインセンティブは実施しない旨の説明があった。 

② 第２期中期目標・中期計画の達成状況について、全体スケジュールが示された。

また、各理事等における自己点検評価の結果について説明があった。 

（2）教育研究評議会 

① 教員組織再編のスケジュールの中で、６月中に意向調査の取りまとめを行うこと

となっている。また、教員業績評価の部分で、教員が教育、研究、社会貢献、診

療、学管理運営のエフォートを自己申告することになるが、最低ラインを示す考

えであることの説明があった。 

② ５月１９日に深浦町長による幹部職員対象の講演会が開催された。なお、副所長

が講演に先立ち、町長に挨拶をした。 

 

２．第３期中期目標・中期計画の策定について 

所長から、５月１２日開催の第３期中期目標・中期計画策定会議において資料３のと
おり中期目標・中期計画（素案）が示され、戦略的・意欲的な目標・計画についても盛
り込まれたこと、６月に文部科学省へ素案を提出し、今年度中に最終決定することの報
告があった。 

 

３．平成２６年度決算報告及び平成２７年度予算配分について 

事務から、資料４に基づき、平成２６年度決算については９８５円残額が生じたこと、
平成２７年度予算配分については管理運営経費相当分で５パーセント減、事業費相当分
で３パーセント減の査定があったため、当初配分では予備的経費を計上していないこと
の報告があった。 

 

４．附属白神自然観察園利用計画について 
    事務から、資料５に基づき、前回の教授会での報告以降、新たに施設利用申請のあっ

た３件について報告があった。 

  

５．その他 

（1）弘前大学レンタルラボ利用申請について 

    所長から、申請対象が広がったことを受け、標本保管スペースとして弘前大学レ

ンタルラボ６２７室（３７㎡）の利用申請をしていること、併せて利用料の免除も

依頼していることの報告があった。 

（2）教員組織の再編に関する意見について 

    所長から、資料６に基づき、本研究所の教員組織の再編に関する意見に対し、理

事（企画担当）から回答があったことの報告があった。 

 

 

 次回以降の教授会について、６月は６月２６日（金）９時００分から、７月は７月２４

日（金）９時００分から開催し、８月は休会することとした。 

 

以 上 


